

















【使用機器】長尺DR 撮影装置：FUJIFILM DR CALNEO GL（17×49イン



























































































【使用機器】大型モニタ :FlexVision XL （Philips 社製）、LS560W（EIZO 社















































【方法】臨床症例10症例に対して Daemon Research Image Processor（以
下 DRIP）を用いて心臓縦隔比（以下 H/M）を算出してもらい、心臓・縦隔
ROI 内ピクセル数、ROI カウント、H/M を比較した。また、同参加者に
Standardized method for automatic ROI setting in MIBG study （以 下
smartMIBG）を用いて心臓 ROI の大きさを一定にし、H/M を算出し比較
した。
【結果】心臓の集積が多い症例ほど心臓・縦隔 ROI カウント、H/M のばらつ
きが大きくなった。また、心臓の集積が少ない症例で心臓・縦隔 ROI 内ピク
セル数のばらつきが大きくなった。smartMIBG を用いた場合、心臓の集積
が少ない症例ほど H/M のばらつきは大きくなったが、マニュアルで心臓
ROI を囲むよりばらつきが小さかった。
【考察】今回の結果より心筋の集積が多い症例ほど心臓・縦隔ROI カウントや
H/M のばらつきが大きくなることが示された。これは集積が少ない症例では
心臓・縦隔 ROI の大きさにかかわらずカウントがほぼ一定なため、ばらつき
が抑えられたためと考えられる。心臓の集積が少ない症例で心臓・縦隔 ROI
内ピクセル数が大きくなったのは、集積が少ないために臓器の境界があいまい
になったためと考えられる。
【結語】今回の結果からばらつきを低減するためにsmartMIBG を用いること
は効果的だが、今回使用した心臓ROI は今回の検証のための統一条件なので、
今後使用していく場合は最適なROI の大きさ等の検証が必要である。
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